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発掘調査支援機械システムの

試作研究

いかに図るかを再検討することも重要な課題である。

（内田昭人／埋蔵文化財センター）

発掘調査支援データベースシステム従来より開発を進

めてきた本システムは、現状で｢ ＣＧ平板測並システム」

と「辿構データ管理システム」の２つのサブシステムか

らなる構成をとっている。主な使用機器は、発掘現場作

業用の自動追尾トータルステーション、ペンノー| ､ 型パ

ソコン、屋内作業用のデスクトップ° 型パソコンである。

ＣＧ平板測塗システムは、従来、調査員の実測や空中写

真によって作成してきた遺構図を、発掘現場において、

面接、３次元データとしてモニタリングし、デジタルマ

ッフ･ を作成するシステムである。また、同時に遺物の取

上げ位置や屈性情報などのデータも記録する。

辿概データ管理システムは、発掘現場で採取したデジ

タルデータを符理するものである。地形図や既存の発掘

洲盃の成果（辿購図、発掘調査所兄、遺物データ、画像

データなど）をあらかじめ入力しておくことによって、

新たなデータと既往調査の関係を即座に確認することが

でき、Ｆ| 々の調査の検討に役立てるものである。

一般に普及率の高いMS - Wi n d o ws j WのC A Dをシステ

ム全体のr l l 心にしていることから汎用性は高く、必要な

アドインソフトウェアの開発をおこなうことで様々な発

展の可能性をもっている。たとえば、遺構のデジタルマ

ッピングデータをもとに､ ＣＧによる発掘遺跡復原のシミ

ュレーション、整備基本計画の作成や造成土堂の計算な

ど、遺跡復原整備設計支援ツールを加えたシステムに発

展させるなど、発掘調査支援の範| ﾉ ﾘ を広げることができ

る。現在、システム自体やＧＵＩを改良するとともに、発掘

調査現場での段取りや調査の進行状況において、このシ

ステムをどの過程にどのようなかたちで導入すれば、よ

り有効な発掘調査支援をおこなえるのかを検証している。

（平達毅／平城富跡発掘調査部）

本研究は、遺跡発掘作業の「迅速化」「省力化」「精密

化」を図ることを目的として、発掘調査支援に有効な機

械システムを新たに考案し、試作と実験をおこなうもの

である。平成５年度から「掘削」と「測定」の２点に重

点を置いて研究を進めている。

掘削機械これまでに、遺物包含厨の掘削を対象とし、

平刃やワイヤーブラシなどを用いた回転掘削刃および、

排土処理装置を試作して実験をおこない、その性能と問

題点について検討を進めてきた。これらの検討の中で、

l ) 掘削中に出現する遺物を損傷または破壊してしまう可

能性があること、２) 掘削後の遺構面の状態が従来の手堀

りによる状態と異なること、の２点が課題となった。そ

こで遺物を傷つけず、掘削後、遺構表面を確認しやすく

する方法として、手による掘削動作をそのまま機械で実

現する方向を検討した。

本体内部には、中子を介して前後に往復連動する掘削

刃が４本設霞されており、刃先は掘削而と一定の角度で

接する。実験上、動力源（ＡＣ1 0 0 Ｖ）を圧縮空気とした。

空気圧シリンダーの動作により、掘削、掘削刃跳ね上げ、

排土ワイパーの操作をおこなうが、これらの制御は本体

に搭載されたマイコンによる。掘削実験では、従来の手

作業とほとんど変わらない掘削面を再現できたが、l l I l I n 1

の激しい掘削面では対応が難しい問題点が残り、掘削刃

押し付け力の自動調整機構の付加などが課題となった。

また、遺構面清掃にともなう排土の処理や、降雨後遺

構上に残存する水の速やかな排出など、掘削作業に付随

する作業の機械力による効率化も試みている。遺跡発掘

作業全体の支援のためには、掘削作業以外での効率化を
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装置内掘削刃部掘削実験装置の外観
測量準備状態
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